
広域リスク評価のための
建物・人口モデルの構築・他

防災科学技術研究所

中村洋光
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将来における建物モデルの構築

1. 過去～現在における建物のストック・フロー
の把握

2. 現在～将来における建物新設棟数の推定

3. 現在～将来における建物滅失棟数の推定

4. 将来における建物モデルを構築
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過去～現在における
建物ストック・フローの把握（１）

• 1974年（昭和49年）～2012年（平成24年）の
固定資産の価格等の概要調書を収集・整理

• 各年における建物棟数、新築棟数、滅失棟
数の推移を把握

3

0

10

20

30

40

50

60

19
74

19
75

19
76

19
77

19
78

19
79

19
80

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

建
物

棟
数

（
百

万
棟
）

建物棟数（用途別）

住宅 事務所等 工場等 附属建物 その他

過去～現在における
建物ストック・フローの把握（２）

1. 建物棟数の約6～7割が住宅用途
2. 将来の建物モデルを整備する際は、住宅の新築・

滅失を推定することが重要
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将来建物モデルの構築
（作成方針）

• 将来の建物棟数

＝現在の建物棟数＋現在～将来の建物新築棟数

ー現在～将来の建物滅失棟数

• 現在の建物棟数は大井・他(2010)による全国建物分
類データベースを利用。

– 250mメッシュ別データ

– 属性：構造・階数・用途区分

– 建築年代区分は平成24年度 固定資産の価格等
の概要調書から設定
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住宅着工戸数推定式（回帰式）
• Model	1～3݈݊ ௞ܥ ൌ ଵߚ ݁݉݅ݐ ൅ ଶ݈݊ߚ ௧ܦ ൅ ଷ݈݊ߚ ܫܰܩ
• Model	4～6		݈݊ ௞ܥ ൌ ଵߚ ݁݉݅ݐ ൅ ଶ݈݊ߚ ௧ܦ ൅ ଷ݈݊ߚ ܫܰܩ ൅ ସ݈݊ߚ ௞ܸ
• Model	7～9݈݊ ௞ܥ ൌ ଵߚ ݁݉݅ݐ ൅ ଶ݈݊ߚ ௧ܦ
௧：住宅需要関数ܦ国民総所得（10億円）௞ܸ：空家率：ܫܰܩ西暦：݁݉݅ݐ௞:住宅着工戸数（戸）ܥ Model1・4・7 → 15～64歳人口（千人）

Model2・5・8→ 0～64歳人口（千人）

Model3・6・9 → 0～44歳人口（千人）
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各推定式の住宅着工戸数と実績値の比較

Model3 Model7 Model8 住宅着工戸数実績値

住宅着工戸数推定式の比較
（Model3・7・8）

β1 β2 β3 β4

時間的傾向の
項

人口に関する
項

国民総所得に
関する項

空家率に関す
る項

MODEL1 15～64歳人口 -0.01224 3.68870 -0.25798 0.115 -49.277

MODEL2 0～64歳人口 -0.01234 2.94427 0.35656 0.123 -44.369

MODEL3 0～44歳人口 -0.01052 2.20823 0.79584 0.127 -42.074

MODEL4 15～64歳人口 -0.00740 1.23788 0.90748 -1.33501 0.106 -53.543

MODEL5 0～64歳人口 -0.00594 0.47752 1.28246 -1.65585 0.108 -52.396

MODEL6 0～44歳人口 -0.00451 0.03141 1.41608 -1.91372 0.108 -52.022

MODEL7 15～64歳人口 -0.01552 3.97227 0.125 -45.420

MODEL8 0～64歳人口 -0.00698 2.41918 0.133 -40.669

MODEL9 0～44歳人口 -0.00064 1.36966 0.155 -29.059

Sd AIC
使用する

人口

表中の黄色欄は変数が有意であった回帰係数
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将来の住宅着工戸数の推定
（2013年～2065年）

• 2013年～2065年までの将来の年間住宅着工戸
数をModel3・7・8により推定。

• 人口データは将来人口推計を使用。

• 国民総所得は、1人あたりの国民所得が前年比
0.5%増で推移すると仮定（2000年以降の1人あ
たりの国民所得の前年比は平均で0.6%増）



新築建物棟数の推定

1. 住宅着工戸数を住宅新築棟数に変換
– 過去20年間の住宅着工統計から得られる住宅戸数

をもとに、構造別に「一戸建」と「長屋・共同住宅」の
比率を設定。

– 上記データと同時期の建築着工統計から得られる
住宅着工棟数を用いて、新築される長屋・共同住宅
の1棟あたり平均戸数を推定。

2. 非住宅新築棟数を設定
– 過去20年間の建築着工統計から新築住宅1棟あた

りの非住宅新築棟数を推定。

3. 両者を加算して新築建物棟数を年毎に設定
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市区町村別新築建物棟数の推定値

2015年 2045年
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建物滅失棟数の推定

• 2005年の固定資産課税台帳から作成された
小松(2008)の残存率曲線を用いて、築年数と
残存率（滅失率）の関係を木造・非木造別に
推定。 推定した残存率曲線か

ら推定される年間滅失
棟数（約64万棟）
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将来建物モデル（建物全棟数）

2015年2025年2045年2065年
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人口モデルの構築（概要）

2010年国勢調査地域メッシュ統計

2005年国勢調査・2006年事業所統計調査の
リンクデータ

人口分布

将来推計人口（平成24年1月推計）

人口移動モデル

人々の１日の生活行動をモデル化
（夜間は在宅 昼間は職場など・・・）

将来人口モデル
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人口移動モデル
• NHK国民生活データブック2010から、65歳未満人口および65歳以

上人口を対象とし、それぞれ１日の行為者率をモデル化
平日モデル 土日モデル

モデル１：65歳未満人口 モデル２：65歳以上人口

高齢者は就業・就学していない比率が高く、平日でも在宅している比率が高い。住
宅建物は、事務所等の非住宅建物と比べると耐震性の劣る木造建物の割合が高
く、高齢者は人的被害を受けやすい可能性がある。

将来人口モデルに反映させる。 14

将来人口モデル
2015年木造建物滞留人口2025年木造建物滞留人口2045年木造建物滞留人口2065年木造建物滞留人口
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まとめ
本年度は、南海トラフを対象とした広域リスク評価を実施するための将来の建物・
人口モデルを構築した。

• 将来時点の建物モデルの構築にあたっては、現状から将来にかけての建物
の新築・滅失数を推定した上で将来時点の建物モデルを構築した。また、リス
ク評価の際に建物の経年劣化等の影響を考慮できるよう築年数に関する属
性をもつモデルとした。

• 将来時点の人口モデルの構築にあたっては、将来推計人口に基づいてモデ
ル整備を行っただけでなく、地震発生時刻の違いによる人口分布の違いをリ
スク評価に反映できるように人口移動を反映した人口モデルを構築した。
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